
2009年度OPACガイダンス・テスト① 2009年度OPACガイダンス・テスト②

1. 次の各問について、○か×をつけてください。 1. 次の各問について、○か×をつけてください。

(1) GLIM/OPACでは、論文のタイトルから所収先の雑誌を調べることができない。 (1) ○ (1) OPACとは、図書館の蔵書目録をデータベース化して、オンラインで検索するシステムのことである。 (1) ○

(2) 雑誌を検索した時、［所蔵巻次］欄に表示されない数字の巻号は所蔵していない。 (2) ○ (2) 雑誌を検索した時、［所蔵巻次］欄に表示されない数字の巻号は所蔵していない。 (2) ○

(3) 雑誌検索で、所蔵巻次の最後の数字の右上に+があれば、継続購入される。 (3) ○ (3) 雑誌検索で、所蔵巻次の最後の数字の右上に+がない場合、最後の数字の巻号までしか所蔵していない。 (3) ○

(4) 学習院で所蔵していない資料でも、NACSIS-Webcatで検索できる。 (4) ○ (4) 学習院で所蔵していない資料でも、NACSIS-Webcatで検索できる。 (4) ○

(5) My GLIMで貸出期間の延長ができるのは、図書のみである。 (5) ○ (5) リクエスト（購入依頼）できるのは、図書のみである。 (5) ○

(6) 延長をすると、返却期限日は、延長をした日から2週間後に設定される。 (6) ○ (6) 女子大学図書館の資料への予約は、資料状態が「貸出中」の場合に限られる。 (6) ○

(7) GLIM/OPACで検索できるのは、学習院女子大学の資料に限られる。 (7) × (7) GLIM/OPACでは、論文のタイトルから所収先の雑誌を調べることができる。 (7) ×

(8) リクエスト（購入依頼）できるのは、図書と図書付録のAVのみである。 (8) × (8) 哲学科研究室の資料は、My GLIMから取寄せ依頼ができる。 (8) ×

(9) 女子大学図書館所蔵資料の資料状態が「利用可能」である場合、予約することができる。 (9) × (9) 雑誌の貸出期間の延長はMy GLIMから行うことができる。 (9) ×

(10) フランス語圏文化学科研究室の資料は、My GLIMから取寄せ依頼ができる。 (10) × (10) 延長をすると、返却期限日は、当初の返却期限日の2週間後に設定される。 (10) ×

2. 次のうち、GLIM/OPACで検索できるものには○、そうでないものには×をつけてください。 2. 次のうち、GLIM/OPACで検索できるものには○、そうでないものには×をつけてください。

(1) いんたーねっと (1) ○ (1) なしょなりずむ (1) ○

(2) PSYCHOLOGY (2) ○ (2) Pandemic (2) ○

(3) Psychology (3) ○ (3) PANDEMIC (3) ○

(4) オードリー・ヘップバーン（・を含む語） (4) ○ (4) スティーブ・ジョブズ（・を含む語） (4) ○

(5) いま、働くということ（、を含む語） (5) ○ (5) 漱石、ジャムを舐める（、を含む語） (5) ○

(6) 國體（旧字体） (6) ○ (6) 北京圖書館古籍珎本叢刊 （旧字体） (6) ○

3. GLIM/OPACの機能として備わっているものを4つ選び、その記号を答えてください。 3. GLIM/OPACの機能として備わっているものを4つ選び、その記号を答えてください。

(ア) 所蔵の有無の確認 ア (ア) 資料の所蔵館を検索できる。 ア

(イ) 連想検索 ウ (イ) ユーザーレビューの書き込みなど書評の機能がある。 ウ

(ウ) あるテーマについて書かれた資料の抽出 オ (ウ) あるテーマについて書かれた資料を検索できる。 オ

(エ) ユーザーレビューの書き込み カ (エ) テーマの類縁概念の資料まで含めた連想検索ができる。 カ

(オ) 貸出状況の確認
（順不同）

(オ) いま借りている資料を確認できる。
（順不同）

(カ) 所蔵館の特定 (カ) 所蔵の有無を確認できる。
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